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九
月
一
七
日
、
農
業
委
員
会
で
は
、

農
業
現
場
の
声
を
本
市
の
農
業
政
策

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
長
へ｢

建

議
書｣

﹁
要
望
書
﹂
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
農
業

者
、
農
業
関
係
団
体
等
の
意
見
を
集

約
し
、
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

建
議
、
要
望
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
農
業
者
、
後
継
者
育
成
の
た

め
の
認
定
農
業
者
経
営
強
化
支
援

事
業
の
継
続
と
予
算
額
の
増
額
。

○
行
政
と
農
業
者
と
の
情
報
の
周
知
、

意
見
交
換
等
が
迅
速
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
環
境
作
り
の
再
構
築
の
検

討
。

○
少
量
多
品
目
の
農
業
経
営
を
行
う

産
直
出
荷
者
の
産
地
交
付
金
活
用

市長との意見交換

作
物
、
細
目
書
の
記
入
方
法
の
検

討
。

○
経
営
手
腕
が
問
わ
れ
る
中
、
担
い

手
、
青
年
就
農
者
等
が
先
進
的
農

業
を
学
ぶ
た
め
の
海
外
研
修
の
派

遣
事
業
の
検
討
。

○
集
積
の
推
進
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
の
た
め
、
受
け
手
に
向
け
た
交

付
金
や
協
力
金
等
の
支
援
策
の
国

・
県
へ
の
要
望
。

建議書、要望書を市長に提出

要
望
内
容（
抜
粋
）

平成27年度　建議の骨子
１．農業生産組織の法人化
○法人設立の課題克服のため、地域で十分検討が行われるよう、先進
事例を取り入れて指導する。
○法人の経営・運営のためのマーケティングや経営経理について、コ
ンサルタントや専任事務員の配置等の支援体制を整える施策を講
じる。

２．儲かる農業を目指した輸出・販路の拡大
○米の輸出をＪＡはじめ全農や大手商社に働きかけ、中長期的展望に
立ち取り組む。
○庄内バイオ研修センターで育苗事業や品種改良を行い、高品質の醸
造用米の提供に取り組む。
○友好都市との人的交流と信頼関係で、酒田の農林水産物のファンに
なってもらう。また、小中学校の体験農業や交流事業、首都圏の市
出身者へのアピールなどの持続性のある対応を講じる。

３．地域農業の活性化を
○農業を担う後継者・新規就農者などを育成し、既存事業の条件緩和
と支援体制の充実と強化を図る。
○日本型直接支払制度により耕作放棄地の防止と環境の維持を図る
ため、地域に適した作物を取り入れる方策を講じる。

４．土地改良事業
○作業管理コストの低減と農業経営の安定を図るため、地下水路事業
の実施を土地改良区や国、県に協力に働きかける。
○日本型直接支払制度の事業が活用しやすくなるよう、より一層の事
務の軽減を国に働きかける。

５．地域活性を担う女性の参画と育成
○元気な地域づくりのために、農業者だけでなく異業種交流、消費者交流、
世代間交流の場として、幅広い年齢層の女性組織の活動しやすい環境
の整備を図る。

○若い女性担い手の発掘と女性農業者の育成に取り組むとともに様々な
会議等の場に積極的に参画できる環境の整備を図る。

「
建
議
書
」「
要
望
書
」

市
長
に
提
出

市
農
業
行
政
に
対
す
る
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つ
や
姫
の
快
進
撃
に
続
き
、
第
二

の
矢
と
し
て
山
形
県
で
は
水
稲
新
品

種
﹁
山
形
95
号
﹂
と
﹁
山
形
112
号
﹂秋季現地研修で栽培圃場を視察

農業総合研究センター水田農業試験場

高
ま
る
新
品
種
へ
の
期
待

を
有
望
視
し
、
試
験
栽
培
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
品
種
も
中
生
の
晩
で
、

出
穂
・
成
熟
期
は
﹁
つ
や
姫
﹂
よ
り

早
い
特
性
を
持
ち
ま

す
。

　

九
月
八
日
、
農
業

委
員
会
は
秋
季
現
地

研
修
を
行
い
藤
島
地

内
に
あ
る
農
業
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
水
田

農
業
試
験
場
と
手
蔵

田
地
内
の
栽
培
圃
場

巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
優
良
品
種
の

段
階
の
﹁
山
形
112
号
﹂

は
、
耐
倒
伏
性
が
高
く

大
粒︵
千
粒
重
約
24
ｇ
︶

で
、
高
温
耐

性
に
優
れ
、

﹁
は
え
ぬ
き
﹂

よ
り
品
質
と

食
味
が
良
い

品
種
で
す
。

水
田
農
業
試

験
場
で
は
、

　
﹁
山
形
95

号
﹂
は
﹁
つ

や
姫
﹂
と
同

時
期
に
育
成

さ
れ
、
食
味

の
評
価
は
高

か
っ
た
の
で

す
が
﹁
つ
や

姫
﹂
の
販
売

戦
略
上
、
生

産
販
売
が
後
回
し
に
さ

れ
た
感
が
あ
る
品
種
で

す
。

　

昨
年
度
か
ら
一
般
作

付
が
開
始
さ
れ
、
遊
佐

地
区
で
は
開
発
米
の
原

左から　コシヒカリ、ひとめぼれ、山形95号、
はえぬき、つや姫、山形112号

平
成
二
九
年
ま
で
栽
培
法
の
確
立
試

験
の
予
定
で
、
今
後
、
生
産
戦
略
、

販
売
戦
略
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

料
米
と
し
て
、
ま
た
、
尾
花
沢
市
で

は
商
標
登
録
﹁
雪
き
ら
り
﹂
と
し
て
、

生
産
販
売
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
い
も
ち
病
に
強
く
、
収
量
性

が
高
い
特
性
も
持
っ
て
い
ま
す
。

刈り場の稲姿　9月19日

山形 95号 山形 112号

山形 112号山形 95号

山形の次期主力品種となるか！ 山形95号・山形112号
　（ポストはえぬき・ひとめぼれをねらう米）
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農
地
を
転
用
し
て
農
地
で
な
く
な
っ

た
場
合
、
ま
た
、
山
砂
採
取
で
農
地
造

成
を
行
い
農
地
に
な
っ
た
場
合
な
ど
、

土
地
の
現
況
が
変
わ
っ
た
時
は
、
不
動

産
登
記
法
に
よ
っ
て
、
登
記
簿
の
地
目

を
現
況
に
合
わ
せ
変
え
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　

登
記
申
請
は
、
土
地
の
名
義
人
が
す

る
も
の
で
す
。
窓
口
は
、
法
務
局
酒
田

支
局
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
を
怠
っ
た
場
合
は
、
罰
則
規
程

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
況
に
合
っ
た
地
目
を
登
記
す
る
こ

と
で
、
違
反
転
用
を
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

不
動
産
登
記
法
第
三
十
七
条

地
目
又
は
地
積
に
つ
い
て
変
更

が
あ
っ
た
と
き
は
、
表
題
部
所

有
者
又
は
所
有
権
の
登
記
名
義

人
は
、
そ
の
変
更
が
あ
っ
た
日

か
ら
一
月
以
内
に
、
当
該
地
目

又
は
地
積
に
関
す
る
変
更
の
登

記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

登
記
簿
の
地
目
を

現
況
に
合
わ
せ
ま
し
ょ
う

担 い 手 積 立年金国が支
える

国が支
える

安心が
大きく

なる
安心が

大きく
なる

農業者年金で
生涯所得の確保を!
農業者年金で
生涯所得の確保を!
●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。
農業者年金

国民年金
第１号
被保険者

年間60日以上
農業に従事

の方ならどなたでも加入できます。

60歳未満

へは…

国民年金保険料
納付免除者を除く。

●農業者年金は、終身年金です。仮に80歳までに亡くなった
場合でも死亡一時金として遺族に支給されます。

●支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象となります。

●農業者年金の保険料は、2万円から6万7千円まで（千円単位
で）自由に選択でき、いつでも見直しできます。
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前
橋

市
農
業

委
員
会

で
は
、

営
農
型

太
陽
光

発
電
設

備
の
農

地
転
用

に
関
し

て
、
申

請
許
可
の
判
断
基
準
が
具
体
化
さ
れ
、

申
請
者
に
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
き
ち
ん
と
営
農

さ
れ
る
か
ど
う
か
も
重
要
視
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
八
月
二
七
日
に
青
森
市
で

開
催
さ
れ
、
農
業
委
員
一
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
﹁
農
業
再
興
に
活
か
す
新
農
業
委

員
活
動
﹂
と
題
し
た
大
妻
女
子
大
学

教
授
、
田
代
洋
一
氏
の
基
調
講
演
は
、

農
業
委
員
会
の
新
制
度
に
向
け
た
取

り
組
み
方
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い

説
明
で
、﹁
地
域
の
人
と
土
地
と
食

を
守
る
﹂

新
た
な
農

業
委
員
会

活
動
が
、

こ
れ
ま
で

以
上
に
重

要
に
な
る

と
痛
感
し

ま
し
た
。

営
農
型
太
陽
光
発
電
設
備
を
見
学

　

八
月
三
一
日
か
ら
九
月
一
日
に
、

農
業
委
員
三
名
が
群
馬
県
で
自
主
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

見
学
し
た
設
備
の
下
で
は
、
今
後

ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
の
栽
培
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
。

　

一
〇
月
二
四
日
、
宮
野
浦
地
区
の

畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
︵
紅
は
る
か
︶
の

収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
農
地
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
農
業
委
員
会

で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
に
取
り
組
ん

で
き
た
も
の
で
す
。
五
月
の
定
植
に

続
き
、
七
月
と
九
月
に
除
草
作
業
を

行
い
、
よ
う
や
く
実
り
の
秋
を
迎
え

ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
一
〇
月

三
一
日
と
一
一
月
一
日
に
開
催
の

﹁
や
ま
が
た
庄
内
農
山
漁
食
ま
つ

り
﹂
で
焼
き
芋
な
ど
に
し
て
提
供
し

ま
し
た
。

農
業
委
員
会

活
動
レ
ポ
ー
ト

農
業
委
員
自
主
研
修
報
告

東
北
・
北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム活発な意見が交わされました

前橋市の営農型太陽光発電設備を見学

豊作を願って定植作業（５月）除草も欠かせない作業です（７月）

サツマイモの収穫（10月）

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
の
公
選
制

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
農
業
委
員
会
よ
り

毎
年
一
二
月
中
旬
に
郵
送
し
て
い
た

﹁
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
﹂
の
送
付
を
今
年
度
よ
り

廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
送
付
の
廃
止
に
つ
い
て

サツマイモの栽培で耕作放棄地の解消を



6

　

私
の
家
は
代
々
農
業
を

営
ん
で
お
り
、
将
来
的
に

は
農
業
を
継
ぐ
こ
と
は
覚

悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
一

度
は
社
会
の
厳
し
さ
を
学

ん
で
お
き
た
い
と
い
う
考

え
で
、
一
般
企
業
へ
就
職

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
程
無
く
し
て

父
か
ら
人
手
が
足
り
な
い

と
の
連
絡
が
あ
り
、
六
年

前
に
就
農
し
ま
し
た
。
最

初
は
う
る
さ
い
上
司
も
い

な
い
楽
な
環
境
で
仕
事
が

で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま

し
た
が
、
実
際
に
私
を
待

っ
て
い
た
も
の
は
、
休
み

が
無
く
、
自
然
と
の
勝
負

の
た
め
失
敗
の
許
さ
れ
な

い
過
酷
な
内
容
で
し
た
。

今
ま
で
の
仕
事
以
上
に
気
力
・
体
力

共
に
酷
使
す
る
仕
事
内
容
に
、
自
分

の
甘
い
考
え
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
私
で
も
農
業
を
続
け
て
き

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
自
分
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど

の
作
物
を
お
い
し
い
と
食
べ
て
も
ら

っ
た
時
で
す
。
最
初
は
小
さ
か
っ
た

苗
が
育
つ
に
つ
れ
て
、
花
が
咲

き
、
や
が
て
実
を
付
け
る
。
こ

こ
ま
で
に
は
多
く
の
手
間
が
か

か
り
ま
す
。
そ
ん
な
我
が
子
同

然
の
野
菜
を
お
い
し
い
と
言
っ

て
も
ら
え
て
嬉
し
く
な
い
訳
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
言
で
い

く
ら
で
も
頑
張
れ
る
気
が
し
ま

す
。
最
近
で
は
、
地
域
の
先
輩

の
誘
い
も
あ
り
青
年
部
や
刈
取

り
組
合
等
の
組
織
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
先
輩
や
同
年
代
の
方

と
接
す
る
こ
と
で
様
々
な
話
が

聞
け
る
の
で
良
い
刺
激
に
な
り

ま
す
。

　

今
、
自
分
に
設
け
て
い
る
課

題
が
﹃
目
先
の
こ
と
だ
け
に
と

ら
わ
れ
ず
五
年
後
・
一
〇
年
後

を
見
据
え
て
行
動
す
る
﹄
で
す
。

一
〇
年
後
自
分
の
生
き
て
き
た

道
に
恥
じ
る
こ
と
の
無
い
立
派
な
農

家
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
夢
見
て
、

今
日
も
畑
を
耕
し
ま
す
。

て
育
ち
自
分
の
手
元
に
届
い
て
い
た
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
作
る
方
と
な
っ

た
今
、
育
っ
た
環
境
も
含
め
農
家
の
思

い
も
一
緒
に
消
費
者
の
方
に
届
い
て
く

れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

農
業
を
始
め
て
思
っ
た
こ
と
が
も
う

一
つ
あ
り
ま
す
。
農
業
を
し
て
い
る
と

言
う
と
、
大
変
だ
ね
と
言
わ
れ
る
こ
と

で
す
。
そ
ん
な
に
疲
れ
た
顔
を
し
て
た

か
な
と
反
省
し
ま
す
。
農
業
っ
て
楽
し

そ
う
だ
ね
っ
て
言
わ
れ
る
よ
う
な
農
業

者
に
な
り
た
い
で
す
。

　

私
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
、
自
分
の

こ
と
で
精
一
杯
に
な
る
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
少
し
ず

つ
で
も
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
、
夫
婦
で
夫
の
実
家
で
あ
る
浜

中
地
区
に
戻
っ
て
き
て
就
農
し
ま
し
た
。

今
年
で
七
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

間
に
出
産
や
育
児
な
ど
自
分
の
環
境
が

大
き
く
変
わ
る
中
、
夫
や
家
族
に
助
け

ら
れ
こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。

　

出
身
は
同
じ
庄
内
な
の
で
、
言
葉
や

土
地
勘
は
困
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農

家
の
生
活
に
慣
れ
る
ま
で
は
悩
む
こ
と

も
多
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
浜
中
地
区

は
農
家
が
多
い
の
で
、
地
域
の
方
々
に

ご
指
導
い
た
だ
い
た
り
、
女
性
の
農
業

者
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
情
報
交
換
し
た

り
、
皆
さ
ん
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

農
業
に
携
わ
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、

そ
れ
ま
で
自
分
が
食
べ
て
き
た
野
菜
、

果
物
が
こ
ん
な
に
手
間
や
愛
情
を
か
け

米の籾摺り作業中

農
家
の
思
い
を
届
け
た
く
て浜　中

髙橋　優子

かぜ
～若手農業者リレーエッセー～

10年後を見据えた農業を
飯森山　五十嵐　　　弘
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だ
っ
た
と
当
時
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
水
稲
、
大
豆
、
そ
ば
の

栽
培
を
繁
さ
ん
が
担
当
。
な
を
子
さ

ん
は
、
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
、
大
根
、

キ
ャ
ベ
ツ
等
を
作
り
、
知
人
に
あ
げ

る
の
が
喜
び
と
言
い
ま
す
。

　

自
分
の
や
り
方
で
で
き
る
農
業
は

魅
力
あ
る
職
業
。
稲
作
だ
け
で
な
く
、

他
の
作
物
も
取
り
入
れ
た
農
業
を
実

践
し
て
ほ
し
い
と
後
輩
へ
の
助
言
も
。

　

こ
の
季
節
は
、
最
上
川
流
域
で
の

秋
の
味
覚
﹁
モ
ク
ズ
ガ
ニ
﹂
獲
り
が

趣
味
の
繁
さ
ん
。
一
方
、
大
川
渡
地

域
の
女
性
が
毎
月
、
体
操
や
手
芸
、

会
食
な
ど
を
行
う
﹁
あ
づ
ば
り
﹂
が

楽
し
い
、
な
を
子
さ
ん
。
小
春
日
和

に
、
お
二
人
の
柔
ら
か
な
笑
顔
が
、

お
似
合
い
で
す
。︵

冨
樫
一
彦
委
員
︶

　

稲
作
と
畜
産
を
中
心
に
営
農
さ
れ

て
き
た
繁
さ
ん
︵
六
七
歳
︶、
な
を

子
さ
ん
︵
六
六
歳
︶
ご
夫
妻
。

　

繁
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
に
就
農

し
、
親
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
を
守

る
一
心
で
農
業
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
ま
で
五
〇
年
近
く

和
牛
の
繁
殖
を
行
っ
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
か
つ
て
は
庄
内
型
有
機
米
の

栽
培
に
組
織
の
会
長
と
し
て
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
収
量
よ
り
も
安
全
安

心
で
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
と
感
じ

た
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
が
小
さ
い
こ
ろ
は
水
田
全

面
積
の
稲
を
く
い
掛
け
し
、
家
に
帰

っ
て
か
ら
牛
の
世
話
を
。
一
番
大
変

農業委員がおじゃましてお聞きしました！

　
　
　
繁
　

小
巻
　
　
　
ご
夫
妻

　
　
な
を
子

松
山
地
区
・
大
川
渡

農地の貸借・売買・転用等農地に関することや
農業者年金等についてのご相談はありませんか？
農業委員が出向いてご相談をお受けいたします。

◇日　時　12月16日（水）
 午後1時30分～3時30分
◇場　所　庄内みどり農協　元西荒瀬支店
 ２階　小会議室

　　　（西荒瀬地区以外の方も参加いただけます）

農業委員会の
出前相談を開催します

農業委員がご相談に応じます

＊Rose＆Party＊
農業青年の出会い交流
イベントを開催

　9月12日（土）にバラのブーケ作りと、交流
パーティーが行われました。
　初対面でしたが、同世代の参加者同士の会
話も弾み、６組のカップルが誕生しました。

農家の経営とくらしに役立つ情報を
農業者の視点でお届けします
　●発行日　毎週金曜日
　●購読料　１か月 700円

※お申し込みは農業委員会へ

第3回
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編
集
後
記

○
名
前
の
由
来
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

本
楯
地
区
農
業
振
興
協
議
会
は
、

平
成
一
〇
年
に
大
豆
刈
取
り
コ
ン
バ

イ
ン
を
導
入
。
そ
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

組
織
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
大
豆

か
ら
﹁
ビ
ー
ン
ズ
本
楯
﹂
と
名
付
け

ま
し
た
。

○
経
営
の
内
容
は

　

組
合
員
六
名　

経
営
面
積
六
〇
㌶

　

主
な
農
産
物　

米
、
大
豆

○
設
立
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か

　

特
定
農
業
団
体﹁
本
楯
フ
ァ
ー
ム
﹂

は
、
法
人
化
を
前
提
と
し
て
、
平
成

二
一
年
度
に
大
豆
刈
取
り
コ
ン
バ
イ

ン
を
二
台
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

法
人
化
に
向
け
て
の
勉
強
会
や
先
進

地
視
察
等
を
経
て
、
平
成
二
五
年
三

月
に
法
人
﹁
ビ
ー
ン
ズ
本
楯
﹂
を
設

立
し
ま
し
た
。

○
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

　

現
在
の
経
営
の
柱
は
水
稲
と
大
豆

で
す
が
、
冬
期
間
の
仕
事
と
し
て
、

酒
田
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
の
事
業
を
活
用
し
、
啓
翁
桜
の

植
栽
や
ふ

き
の
と
う

︵
春
音
︶

の
栽
培
等
、

新
た
な
園

芸
作
物
に

取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

も
地
域
や

関
係
機
関

と
の
連
携

を
図
り
、
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら

本
楯
地
区
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域

農
業
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
も
無
事
に
、
実
り
の
秋
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
〇
月
二
日
に
発
表
さ
れ
た
作
況

指
数
に
よ
る
と
庄
内
は
一
〇
四
︵
九

月
一
五
日
現
在
︶
の
や
や
良
。
松
山

や
平
田
地
区
の
一
部
か
ら
は
、
強
風

の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

刈
取
り
・
調
整
が
進
み
、
実
際
の
収

量
も
ま
ず
ま
ず
と
の
声
を
多
く
聞
き

ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
に
目
を
転
じ
て
み

る
と
、
九
月
一
〇
・
一
一
日
の
関
東
・

東
北
豪
雨
の
惨
禍
。
尊
い
人
命
や
住

む
家
を
失
っ
た
方
々
の
悲
し
み
は
計

り
知
れ
ず
、
農
業
被
害
も
三
〇
〇
億

円
を
超
す
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
の
農
業
紙
一
面
の
見
出
し
は
、

﹁
豪
雨
出
来
秋
襲
う
﹂。
丹
精
し
て

育
て
て
き
た
農
作
物
や
家
畜
を
一
晩

で
失
う
こ
と
の
切
な
さ
と
、
自
然
の

残
酷
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
が
幼
い
こ
ろ
の
祖
父
の
﹁
今
年

は
上
作
だ
さ
げ
、酒
田
さ
ヨ
ウ︵
鮭
︶

買
い
さ
行
ぐ
が
﹂
の
言
葉
に
、
実
り

へ
の
感
謝
と
喜
び
が
感
じ
ら
れ
、
今

で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。︵

ご
と
う
︶

◇ヒガンバナ科の植物で、細長い葉は汁物や餃子
の具、おひたしにして食べます。また、韓国
料理のキムチやチヂミの具としても使います。

◇花茎と若い蕾も食用にします。

ヒント

なんの野菜の花？

進む農業の法人化進む農業の法人化 地域での取り組み地域での取り組み Part
2

代
表
理
事
　
飯
　
塚
　
将
　
人

農
事
組
合
法
人「
ビ
ー
ン
ズ
本
楯
」

答え・ニラ


